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■行政ＮＡＶＩ■行政ＮＡＶＩ■行政ＮＡＶＩ

■ほっとニュース■ほっとニュース■ほっとニュース

新区長さん紹介します新区長さん紹介します

新採用職員からひと言新採用職員からひと言

「♯さめがわいいとこ」

投稿日　2021 年４月３日

投稿者　tadayuki_s

今回は @tadayuki_s さんの投稿か

ら紹介します。春の穏やかな風に

なびく鯉のぼりです。鯉のぼりに

はお子さんが健康に成長するよう

に願いが込められています。
皆さんの素敵な写真を投稿しよう‼ 

編 集 後 記
■この度、広報さめがわ担当になり
ました菊地弘倫（きくち　ひろの
り）です。前任者の想いを受け継ぎ
ながら、自分のカラーを出せるよう
に精一杯頑張ります。まずは顔と名
前を憶えてください。ボウズ頭でカ
メラを持っていたら菊地です。

新区長さん紹介します

新採用職員からひと言

入学式後にさっそく遊具で遊ぶ児童（鮫川小学校）

My favorite in SAMEGAWA

みんなの　　　　がわ写
Snapshot

メ を付けたインスタグラム投稿写真を
紹介します

スマホで読み

込むとページ

に移動します

ＳＮＳでも情報配信中
村公式アカウントはコチラ

instagramfacebook

ハッシュタグ

小中学校で入学式小中学校で入学式
青少年広場完成式典青少年広場完成式典
小中学校で入学式
青少年広場完成式典

阿久津悠
ゆうすけ

介くん 鈴木和
の ど か

花さん 佐藤楓
ふ う が

峨くん

ぼ
はくの将来の夢はサッ

カー選手になることで

す。理由は、ネイマール選手が

サッカーをプレイしている姿に

憧れているからです。そしてサッ

カー選手になって、ネイマール

選手などのレジェンド選手に

会ってみたいです。そのために、

今は休み時間にサッカーの練

習をしています。これからも夢

に向かって頑張ります。

私はダンサーになりたいで

す。ダンサーになりたい

と思ったきっかけは、２、３
歳のころに、部屋やこどもセン

ターでよく踊っていて、今も踊
ることが大好きだからです。ダ

ンサーになったら世界大会で

優勝したいです。また、世界
大会で優勝するためには、ユー

チューブで色々な人のダンスを

見て学び、自分でダンスの振
り付けを作ってみたいです。

ぼ
くの将来の夢は、米農
家になって、たくさんの

人にぼくの作った米を食べて

もらうことです。そのため、今

は米の育ち方や、機械の使い

方などを知るために頑張って

います。英語が苦手なので、

勉強して英語ができるように

なって、海外でも鮫川の米を

食べてもらえるよう世界中に発

信していきたいです。

ぼく・わたしの夢ぼく・わたしの夢ぼく・わたしの夢 鮫川小６年生鮫川小６年生〔 第６１回 〕〔 第６１回 〕 鮫川小６年生〔 第６１回 〕

総
合
戦
略

 

今
を
知
り
、
つ
く
る
未
来

特集
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定

■
総
合
戦
略
の
目
的

　

国
は
、
地
域
に
よ
る
地
方
創
生
を

後
押
し
す
る
た
め
平
成
26
年
に
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
を
制
定
し
ま
し

た
。
国
の
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
方
針
で
は
、

従
来
の
「
人
口
減
少
対
策
」
「
雇
用
・

就
業
対
策
」
「
出
産
・
子
育
て
支
援
」

「
安
心
・
健
康
・
地
域
づ
く
り
」
の
４

つ
の
柱
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
「
多
様
な

人
材
の
活
躍
推
進
」
と
「
新
し
い
時
代

の
流
れ
に
対
応
す
る
」
と
い
う
２
つ
の

目
標
が
新
た
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
本
戦
略
も
、
こ
の
よ
う
な
変
化

を
と
り
入
れ
て
い
ま
す
。
第
１
期
総
合

戦
略
の
施
策
の
考
え
方
、
方
向
性
を

ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
社
会
の

変
化
に
対
応
し
、
地
域
を
よ
り
豊
か
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
「
村
の
課
題
」

を
受
け
入
れ
る
こ
と

　

村
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
過

疎
や
人
口
減
少
は
、
地
域
に
住
む
人

が
減
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
け

る
行
政
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
商

業
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と

い
っ
た
大
き
な
問
題
に
つ
な
が
り
ま

す
。　　

実
際
に
、人
口
減
少
に
よ
っ

て
す
で
に
、
中
心
地
域
以
外
の
店
舗

は
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
バ
ス
の
運
行
も
限
界

を
迎
え
て
い
ま
す
。
道
路
や
環
境
整

備
も
広
大
な
面
積
の
鮫
川
村
全
域
を

行
政
が
担
う
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
村
や
村
民
が
こ

う
い
っ
た
課
題
を
受
け
入
れ
た
う
え

で
、
村
民
が
将
来
に
渡
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
「
自
ら

考
え
、
私
た
ち
の
集
落
を
豊
か
に
す

る
村
づ
く
り
」
と
な
り
ま
す
。

今を知り、つくる未来今を知り、つくる未来

第２期人口ビジョンまち・ひと・しごと創生第２期人口ビジョンまち・ひと・しごと創生

総合戦略総合戦略

村
民
が
主
役
の
取
り
組
み

　

本
戦
略
で
は
、「
村
民
の
幸
福
度

向
上
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
振
興
計
画
に
定
め
た
、
基
本
理

念
「
つ
な
が
り
で 

支
え
輝
く　

村

づ
く
り
」
を
改
め
て
意
味
づ
け
し
直

し
、
そ
の
う
え
で
、
村
民
の
力
を
結

集
し
、新
し
い
時
代
の
流
れ
を
汲
み
、

村
の
新
し
い
姿
を
描
き
進
み
始
め
ま

す
。

　

村
づ
く
り
に
お
い
て
大
切
な
こ
と

は
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
強

め
、
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
村
づ
く

り
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
す
。
村
に
住
む
人
や
村
を
訪
れ

る
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
輝
く
暮
ら
し
を

送
り
、
み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
村
民
を
主
役
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

施
策
の
推
進
で
幸
福
度
の
向
上

　

み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
村

づ
く
り
に
は
経
済
状
況
、健
康
状
況
、

人
間
関
係
、
生
活
環
境
と
い
っ
た
社

会
資
本
が
い
ず
れ
も
充
実
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
約

８
割
の
人
が
村
に
愛
着
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
か
ら
、
約
８
割
の
人
が
村
で

の
暮
ら
し
に
満
足
し
、
幸
せ
を
感
じ

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
べ
く

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略を「本戦略」と呼ぶ

【
特
集
】

特集・総合戦略

愛着を感じている

（48.4％）

愛着をやや感じている

（31.3％）

愛着をあまり感じていない　　
　　　 （14.6％）

愛着を感じていない
（4.2％）

未回答
（1.5％）

村への愛着度
アンケート結果

愛着がある

約８割
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Ｑ
．
計
画
が
で
き
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
う

変
わ
る
の
？

Ａ
．
村
は
村
道
や
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
施
策
に
転
換
す
る
代
わ
り
に
、
地

域
の
「
自
助
・
共
助
」
を
支
援
す
る
施
策
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の

こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る
生
活
」
へ
少
し
ず
つ
移
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
や
顔
見
知
り
の
中
で
元
気
に
生
活
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
取
組
み
で
、
自
分
た
ち
な
り
の
地

域
づ
く
り
を
考
え
見
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
新
し
い
生
活
に
対
し
て
村
は
な
に
を
す

る
の
？

Ａ
．
地
域
を
支
え
る
「
人
財
」
の
育
成
や
取
組
み
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。
地
域
ご
と
に
「
人
財
」
を

育
成
し
、
そ
の
人
と
地
域
活
動
を
行
う
中
で
、
地
域

の
自
立
や
助
け
合
い
の
精
神
を
育
く
む
こ
と
で
、
地

域
の
元
気
を
取
り
戻
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

で
は
今
あ
る
も
の
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
身
の
丈
に
合
っ
た
取
組

み
を
す
る
こ
と
で
「
自
ら
が
考
え
、
私
た
ち
の
集
落

を
豊
か
に
す
る
村
づ
く
り
」
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
村

は
村
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
合
う
最
善
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

基本理念

村民の幸福度向上
【世代を継なぎ　人を陸む　村づくり】

８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■総合戦略の体系図

特集・総合戦略

　コロナは、時間を早めたといわれています。コ

ロナ禍を転じて福となす、ピンチをチャンスにと

らえ、競争社会から支えあい・つながり合う共生

社会へ価値意識がシフトしています。鮫川村のよ

うなローカルに人と人とがつながりあう交流連携

の社会、里山の食と農を活かしバイオマスの循環

経済を目指す地域づくりは、健康や教育、そして

災害や公衆衛生にも強いレジリエンス（※）のある

理想的な環境といえるでしょう。

　地域づくりで大切な視点は、時代認識と地域認

識です。

　鮫川村は源流の村で、あちこちで清水が湧き多

くの水源地を有する村です。そのため水源地の保

全管理としての農林業の営みが極めて重要となり

ます。なぜなら源流環境の良し悪しが、下流域に

まで影響を及ぼすことになるからです。

　これまでの、中山間地域の地域づくりやまめな

村の環境・健康の村づくりによる自然再生エネル

ギーの推進や、村内自給率向上など、環境・健康・

教育の取組みと里山の景観づくりを村や村民の暮

らしの隅々まで浸透させ強化していくことは、賑

わいの創出にもつながると考えます。

　天狗橋の春の妖精・カタクリの大群落をはじめ

四季折々の源流域の豊かな自然環境を村民の大切

にしたい風景の資産とし、都市農村交流をはじめ

上流と下流域との流域連携のパートナーシップの

共生社会を構築することを、ぜひ目指して下さい。

　私も少しでもお手伝いしていきたいと思いま

す。

（※）困難な状況にもかかわらず、しなやかに適応して生き

延びる

支えあい・つながり合う共生社会へ

入江彰昭 教授
（東京農業大学地域環境科学部）

自らが考え私たちの集落を

豊かにする村づくり

　賑わいのある

村づくりと人づくり

基本目標１

■人財育成
・キャリア教育
・子育て支援

■移住・定住
・移住定住支援
・空き家活用

■観光
・観光資源活用
・関係人口増加

■中心地域活性化
・舘山公園を核とした活性化

■自助・共助
・村民の生涯現役プロジェクト

■産業・創業
・担い手育成
・創業支援

■地元消費
・村にお金を落とす仕組みづく

り「お互いさま運動」の推進

■環境公社（仮）
・環境維持に向けた組織化
・雇用創出

基本目標２

稼ぐ力と雇用創出
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セシウム濃度の測定
■原木などのセシウムを測定。

広
葉
樹
林
の
再
生
で　

未
来
に
つ
な
ぐ

小特集・広葉樹林の再生で未来につなぐ

き
の
こ
原
木
の
安
定
供
給
に
向
　

け
た
広
葉
樹
林
再
生
事
業

　

震
災
前
ま
で
き
の
こ
原
木
林
や

薪
炭
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
広

葉
樹
林
も
、
震
災
後
伐
採
や
不
要
な

萌
芽
枝
（
※
）

の
整
理
な
ど
の
手
入
れ

が
行
わ
れ
ず
、
径
が
太
く
な
っ
た
り
、

荒
廃
し
た
広
葉
樹
林
が
村
に
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

村
で
は
、
見
渡
地
内
の
山
林
を
活

用
し
、
広
葉
樹
林
再
生
事
業
「
森
林

再
生
の
推
進
と
森
林
資
源
の
適
正
な

管
理
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
将
来
の
「
き
の
こ

原
木
や
薪
炭
材
」
の
安
定
供
給
に
向

け
て
、
次
世
代
の
原
木
林
と
な
る
広

葉
樹
林
の
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業

で
す
。
放
射
性
物
質
の
低
減
状
況
を

踏
ま
え
、
県
内
全
域
を
対
象
に
既
存

の
き
の
こ
原
木
林
等
広
葉
樹
に
お
い

て
、
更
新
に
必
要
な
伐
採
や
作
業
道

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

新
た
な
波
及
効
果
に
期
待

　

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
西
野

団
地
の
日
照
時
間
の
改
善
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
伐
採
し
た
山
林
所
有
者

は
「
山
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
明
る
く

な
っ
て
気
持
ち
が
良
い
。
せ
っ
か
く

作
業
道
も
で
き
た
の
で
、
団
地
の
子

ど
も
達
が
こ
の
山
で
休
日
に
遊
ん
で

く
れ
る
と
嬉
し
い
！
将
来
的
に
は
、

ま
た
以
前
の
よ
う
に
原
木
し
い
た
け

の
栽
培
が
行
わ
れ
る
と
良
い
で
す

更新 萌芽
整理

伐採

広葉樹林の適切な管理サイクル
西野団地側から見た伐採後の様子

奥久慈流域林業活性化センター

小泉 美峰 さん（地域林政アドバイザー）

　森林には私たちの生活と切り離
すことのできない沢山の大切な役
割があります。
　森林にはきれいな空気、水を作
り出し、林産資源を生み出し、多
くの命を育みます。これらの重要な

役割は、私たち人間が森林を適切
に手入れすることで最大限に発揮さ

れます。見渡地内での取り組みは、
森林、私たち両方にとって意義が

あり、手入れの行き届いた森林は、
豊かな資源となります。
　また、この事業の大きな副産物
は地域の人のご協力により、村民の

皆さんの笑顔があふれる憩いと集
いの場になれば本当にすてきだと

思います。

ね
」
と
話
し
ま
す
。

管
理
し
て
健
全
な
森
林
を
維
持

　

村
で
は
、
山
林
を
手
入
れ
す
る
こ

と
で
、
国
土
保
全
、
風
評
被
害
の
払

し
ょ
く
、
健
全
な
森
林
の
維
持
が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
取
組
み
を
継
続
し
て
行
う
予
定

で
す
。

問
村
農
林
商
工
課
林
業
畜
産
係

　
　

☎
４
９-

３
１
１
３

STEP２
伐採・作業道整備

■森林の更新に必要な伐採や作

業道の整備を実施

５年間の継続調査
■伐採後、萌芽枝の放射性セシウ

ム濃度を５年間継続調査します。空

間線量や堆積物の放射能検査も併

せて実施。

●広葉樹林再生事業の流れ

STEP１

STEP３

多くの命を育む
きれいな空気・水・資源

上＿伐採後の山側から見た西野団地／下＿山の中ま

で長い作業道が続いています。

再生事業で伐採された山の様子

※伐採後の切り株から生える枝のこと

【小特集】
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新
し
い
区
長
、
副
区
長
お
よ
び
行
政
連
絡
員
に
、
令
和
３
年
４
月

１
日
付
で
村
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

村
総
務
課
総
務
係

☎
４
９-

３
１
１
１

新
し
い

区
長
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す

■富田区

区長

青戸義之（彦次郎・再）
副区長 栗原順一（鍬木田・再）

行政連絡員 菊地清榮（彦次郎・再）

■渡瀬区

区長

芳賀 亨（江竜田・再）
副区長 木之内滿男（下・再）

行政連絡員 山形一雄（中野町・再）

■青生野区

区長

岡部一良（大犬平）
副区長 鈴木清孝（大犬平）

行政連絡員 岡部敏子（大犬平）

■赤坂東野石井草区

区長

森  元良（遠ヶ竜）

副区長 矢吹 仁（蕨ノ草）

行政連絡員 松崎文男（戸草）

■赤坂中野区

区長

緑川 茂（真坂）
副区長 小松照義（新宿）

行政連絡員 橋本正嗣（宿ノ入・再）

■西山区

区長

関根信一 (戸倉）

副区長 我妻邦夫（落合）

行政連絡員 大竹洋喜（菅ノ目・再）

■赤坂西野区

区長

舟木良一（岡田）
副区長 石井 哲（酒垂）

行政連絡員 矢吹正二（仁田・再）

行政

ＮＡＶＩ
行政

ＮＡＶＩ

問

■
試
験
方
法（
大
卒
程
度
）　

▼
第
１

次
試
験
…
教
養
試
験
（
大
学
卒
業

程
度
）
／
各
種
検
査
（
事
務
適
性

検
査
、
性
格
特
性
検
査
、
職
場
適

応
性
検
査
）　

▼
第
２
次
試
験
…

個
別
面
接
、
小
論
文

■
試
験
方
法（
保
健
師
）　

▼
第
１
次

試
験
…
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程

度
）
／
専
門
試
験
／
各
種
検
査（
事

務
適
性
検
査
、性
格
特
性
検
査
、職

場
適
応
性
検
査
）　

▼
第
２
次
試

験
…
個
別
面
接
、
小
論
文

■
第
１
次
試
験
日　

７
月
11
日（
日
）

　

受
付　

９
時
〜
９
時
30
分

■
会
場　

福
島
大
学
（
予
定
）

■
合
格
発
表　

８
月
下
旬
に
役
場
掲

示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲
示

し
ま
す
。
ま
た
、
受
験
者
全
員
へ

個
別
に
通
知
し
ま
す
。
第
１
次
試

験
合
格
者
に
対
し
て
第
２
次
試
験

（
個
別
面
接
・
小
論
文
）
の
日
時

を
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
用
紙
の
請
求　

申
込
用
紙
は
、

役
場
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
、
封
筒
の
表

に
、一
般
事
務
の
場
合
は「
大
学
卒

程
度
試
験
申
込
用
紙
請
求
」、
保
健

師
の
場
合
は「
資
格
免
許
職
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
役

場
総
務
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒（
角
型
２
号
）
を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

募
集
定
員
、
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
採
用
試
験
の
詳
細
は
５

月
中
旬
頃
に
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
村
総
務
課
☎
４
９-

３
１
１
１

令
和
４
年
度 

鮫
川
村
職
員

採
用
候
補
者
試
験

【
一
般
事
務（
大
卒
程
度
）・
保
健
師
】

①赤坂中野字新宿出身

②自分の生まれ育った鮫川村

で働けることを嬉しく思いま

す。村に少しでも貢献できる

よう村役場職員として努力し

ていきたいです。まだ慣れて

いないことも多くありますが、

早く業務などを覚えて頑張り

たいと思いますのでよろしく

お願いします。（写真：左）

総務課　税務係

小松 由希【こまつ・ゆき】

①青生野字世々麦出身
②まだ慣れない部分が多く、
沢山の方々に支えられなが

ら充実した日々を過ごしてい

ます。栄養相談などを通じて

住民の皆さんが健康に過ご

せるようサポートしていきた

いです。村のため、自分ので

きることを最大限に発揮して

いきたいと思います。よろし

くお願いいたします。
（写真：右）

保健センター　管理栄養士

長井 美紅【ながい・みく】

令和３年度 新採用職員紹介 ①…出身地、②…抱負

　

村
は
、
一
般
事
務
（
大
学
卒
程
度
）
お
よ
び
保
健
師
（
資
格
免
許
職
）

の
令
和
４
年
度
鮫
川
村
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
決
ま
り
次
第
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

道
路
や
水
路
の
こ
と
で
お
困
り
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

原
材
料
支
給
事
業

②
令
和
３
年
１２
月
中
旬
ま
で
に
作

業
完
了
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、

完
了
後
は
速
や
か
に
完
了
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
村
地
域
整

備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
問
村
地
域
整
備
課
建
設
係

　
　

☎
４
９-

３
１
１
４

　

村
で
は
公
共
性
の
あ
る
道
路
・
水

路
工
事
、
そ
の
他
集
落
の
環
境
整
備

に
必
要
な
原
材
料
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象　

村
民
で
構
成
す
る
団

体
や
集
落
（
個
人
は
対
象
外
）

■
支
給
内
容　

①
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

②
砕
石 

③
Ｕ
字
側
溝
、
ヒ
ュ
ー
ム

管
な
ど
の
２
次
製
品

■
要
望
方
法　

原
材
料
支
給
要
望
書

を
区
長
経
由
で
６
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
決
定
方
法　

提
出
さ
れ
た
要
望

書
の
内
容
・
実
態
な
ど
を
調
査
し
、

予
算
ま
た
は
在
庫
の
範
囲
内
で
決

定
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

①
使
用
機
械
の
手
配
、

路
盤
材
の
準
備
、
作
業
な
ど
は
す

べ
て
団
体
等
が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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行政

ＮＡＶＩ
行政

ＮＡＶＩ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

―
農
地
の
法
律
―

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

農
地
に
つ
い
て
は
鮫
川
村
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

農
業
と
法
律

　

農
業
に
は
様
々
な
法
律
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
農

地
に
関
す
る
法
律
と
し
て
、
農
地

法
が
あ
り
ま
す
。
農
地
法
は
農
地

を
売
買
し
た
り
農
地
以
外
へ
の
転

用
を
規
制
し
て
お
り
、
農
地
を
守

る
法
律
で
す
。

申
請
は
事
前
に
要
相
談

　

毎
月
15
日
前
後
に
農
業
委
員
会

定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
申
請
さ
れ
た
案
件

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

申
請
締
切
は
毎
月
１
日
で
、
申

請
書
類
に
不
備
等
が
な
け
れ
ば
締

切
日
か
ら
１
ヶ
月
程
で
許
可
が
出

ま
す
。

　

相
談
・
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
も
、
窓
口
に
来
ら
れ
る

際
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
村
農
業
委
員
会　

　

☎
４
９-

３
１
１
３

■
対
象
住
宅
と
戸
数

①
「
見
渡
団
地
」（
赤
坂
西
野
字
茅
）

　

３
戸
・
２
階
建
て

②
「
渡
瀬
団
地
」（
渡
瀬
字
木
之
根
）

　

４
戸
・
２
階
建
て

　

３
戸
・
平
屋
建
て

③
「
宿
ノ
入
団
地
」
（
赤
坂
中
野
字

　

宿
ノ
入
）

　

１
戸
・
２
階
建
て

④
「
広
畑
団
地
」
（
赤
坂
東
野
字
広

　

畑
）

　

１
戸
・
平
屋
建
て　

■
入
居
条
件　

①
家
賃
・
地
方
税
・
公
共
料
金
等
の

　

滞
納
を
し
な
い
こ
と
。

②
入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
が
必

　

要
で
す
。
保
証
人
は
村
に
在
住
し

　

て
い
る
者
で
、
保
証
能
力
の
あ
る

　

方
で
す
。

③
住
宅
内
及
び
団
地
敷
地
内
で
の
動

　

物
の
飼
育
は
認
め
ま
せ
ん
。

④
公
営
住
宅
法
及
び
鮫
川
村
村
営
住

　

宅
管
理
条
例
、
こ
れ
に
基
づ
く
規

　

則
等
に
違
反
し
た
と
き
は
住
宅
を

　

明
け
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
入
居
資
格

　
①
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
政
令
月

　

収
を
超
え
な
い
者
。

　

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

　

③
鮫
川
村
に
住
所
を
設
定
す
る
意

　

志
が
あ
る
者
。

　

④
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
。

　

⑤
暴
力
団
員
及
び
住
民
の
居
住
の

　

平
穏
を
著
し
く
害
し
な
い
者
。

■
入
居
者
の
選
考

　

入
居
者
の
資
格
に
該
当
し
た
方
が

　

多
数
の
場
合
は
、
住
宅
困
窮
度
の

　

高
い
方
を
優
先
し
、
同
程
度
の
場

　

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
み

　

役
場
地
域
整
備
課
に
あ
る
、
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

　

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
村
地
域
整
備
課
建
設
係

　

☎
４
９-

３
１
１
４

赤
十
字
救
護
車

を
配
備

災
害
時
の
備
え

　

災
害
時
の
救
護
・
救
援
な
ど
赤

十
字
活
動
や
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
福
島

支
部
の
補
助
を
受
け
て
３
月
２
日
、

村
役
場
に
赤
十
字
救
護
車
を
配
備

し
ま
し
た
。

村
営
住
宅
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す

村
営
住
宅
入
居
の
収
入
基
準
が
変
わ
り
ま
す

世帯 世帯月収

一般 １５８，０００円　以下

裁量 ２１４，０００円　以下

【改正前】

世帯 世帯月収

一般 １５８，０００円　以下

※①裁量Ａ ２５９，０００円　以下

※②裁量Ｂ ２１４，０００円　以下

【改正後】

※①裁量世帯Ａ

　子育て世帯（中学卒業まで）/新婚世帯（婚姻届出日から２年以内）

※②裁量世帯Ｂ

　精神障害１級～３級のいずれかの者がいる世帯 /知的障害ＡまたはＢの者がいる世帯等

　（その他裁量世帯の条件は村ホームページをご覧ください）

配備された救護車

■農地の取扱いに関する申請手続きは下の表を参考に

申請する内容 規制条項

農地のまま 所有権や利用権の移動のみ 第３条

農地を転用
自己所有地 第４条

所有権や利用権の移動を伴う 第５条

Ｑ 農地法に違反してしまうとどうなるの？

Ａ ▶懲役刑や罰金刑が科せられるこ

とがあります。許可を得ずに農地

に建物を建てた場合は、工事中止

や取壊しの命令が出される場合が

あります。

Ｑ 農地に農業用倉庫を建てる場合は
どんな手続きが必要なの？

Ａ ▶転用する面積が２００㎡ （２ａ） 未

満の農業用施設の場合には農業委

員会の許可は不要ですが、あらか

じめ農地法第 4条の届出をしてくだ

さい。
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ほ っ と ニ ュ ー ス

始球式をつとめる湯座愛斗さん（当時：鮫小６年）

青少年広場完成式典

　「あぶくまサイクリング２０２０in鮫川＆古殿」が３月２０日に
行われました。参加者を高校生以上の県内在住の方に限定し当
日は１３人が参加。スタートとゴールは鮫川村トレーニングセン

ターで、鹿角平観光牧場、憩いの広場（古殿町）、強滝を経由す

る全長約５４キロメートルのコースを走りました。途中コースを

間違えてしまう参加者もいましたが、事故や怪我もなく無事に

全員が完走することができ、春の陽ざしの中さわやかな風に包
まれていました。

スタートを待ちわびる参加者

あぶくまサイクリング

　水稲や野菜の作付けが始まる時期になり、霜による農作物の

被害が発生しやすい時期になりました。村は、４月７日付で農林
商工課内に防霜対策本部（本部長・関根村長）を設置。霜注意
報が発令された時の周知や、被害が発生した場合の対策を行い

ます。
　農作物に被害が発生した場合は、防霜対策本部（☎４９-

３１１３）までお知らせください。

霜にご注意ください
農林商工課内に防霜対策本部を設置しました

楽しい学校生活始まる
鮫川小中学校で入学式

新入生誓いの言葉を述べる藤田歩夢さん（鮫川中）

新しい毎日が始まる
さめがわこどもセンターで入園式
　さめがわこどもセンター（小針富子園長）の入園式は村内
の桜が満開を迎えた４月８日、同センター体育館で行われ、
保育部に５人が新たに入園しました。新入園児は小針園長
が一人ずつ名前を呼ぶと元気に手を挙げて返事をしました。
続いて、幼稚部の園児が歓迎の歌「おおきくなあれ」を元気
いっぱいに披露し、新しいお友達を温かく迎え入れていまし

た。

保護者と教科書を確認する児童（鮫川小）

　入学式は中学校（相馬慶二校長）、小学校
（齋藤雅彦校長）ともに４月６日に行われま

した。中学校では藤田歩夢さんが新入生を
代表し誓いの言葉を述べました。
　小学校では２１人の児童が入学しまし

た。齋藤校長より「一人立ちし、自立できる

人になれるよう頑張ってください」と式辞
がありました。式を終えた児童たちは教室
で真新しい教科書や帽子を保護者と一緒
に確認し、これからの学校生活に胸を躍ら
せている様子でした。

自転車で約５４キロメートルを走破

対策本部設置を宣言する関根村長 (左 )と農林商工課長 (右)

名前を呼ばれるのを待つ園児と保護者たち

　鹿角平観光牧場の開所式が４月９日に同施設内にある

バーべーキュー場で開催されました。有限会社鹿角平観光
センターの舟木社長、渡邉副村長、前田商工会長のほか商
工会会員、村関係者が参加しました。
　舟木社長は「昨年はコロナの影響でコテージを閉鎖して

いましたが、今年度は様子を見ながら再開へ向けて準備し
たい。コロナ禍でも村を盛り上げていきましょう」と元気に

挨拶しました。

鹿角平観光牧場開所式
新年度のスタートを切る

参加者の前で開所に向けて挨拶をする舟木社長

スポーツ振興の拠点
青少年広場を整備しました

　青少年広場の大規模改修工事が終
了し、青少年広場完成記念式典は３月
２８日に行われました。式典には村議
会議長、村教育・スポーツ関係者のほ

かスポ少野球部の小学６年生５人と

鮫川中学校の野球部１６人が参加しま

した。始球式の後には中学生による使
い初めがあり、改修後のグランドコン

ディションを確認しながら交流試合が

行われました。

テープカットする関係者
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み ん な の ペ ー ジ

ゆざ・たつお●1960年 4月生まれ。趣味はドラ

イブ・朝ラー食べ歩き モットーは、何事も一生
懸命。赤坂中野字新宿。６1歳。
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和を以て貴しとなす

　「運営するうえで一番大切にし

ている考え方です」。と施設長
の江尻勝巳さんは優しい笑顔の

中にも熱を帯びた声で話します。
　鮫川たんぽぽの家は平成１０年
に「西郷甲子の里」の分譲所とし

て始まり、平成１５年に独立しま

した。障がい者の就労継続支援
を事業とし、オリジナルヒット商
品である「じゅうねんドレッシン

グ」「半生うどん一歩」などを開
発・製造するほか、農作物も生産・

販売しています。これほど食品に

特化した事業所は珍しいとのこと

です。「地域の方の理解と応援で

運営できています。本当に感謝
の気持ちしかありません。さらに

売上を伸ばして通所者に還元して

いきたい」と繰り返し感謝の言葉
と抱負を語る江尻さん。互いが

尊重し合い、関わる人や地域の心
が調和し、障害のある方が素晴ら
しい人生を送ることができるよう

に鮫川たんぽぽの家は頑張って

います。

村民【随想】リレー

修業時代

■
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。
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１
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に
１
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０
人
以
上
の
お
客
様
が
来

店
す
る
大
型
店
舗
で
の
修
業
を
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年
間
勤

め
た
後
、
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が
あ
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に
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き
ま

し
た
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ま
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早
い
も

町のコミュニ

ティハウスにあ

る図書室。「何

をお探し？」抑

揚のない言い

方なのに、くる

むような温か

みがある。にこりともしない司書の

小町さんから発せられるその言葉

は、不思議な安心感があった。無

愛想だけど聞き上手な司書の小町

さんが悩める人々に、思いもよらな

い選書と可愛い付録で人生を後押

しします。

平均で１日４時

間、若者の２割

は７時間も使

うスマホ。とて

も便利で、現

在の私たちの

生活に欠かせ

ないツールになっていますが、人間

にどのような影響を与えるのか？精

神科医でもある著者が、数々の研

究結果をもとに人間の脳に与える

影響やデジタル時代へのアドバイ

スなど、明確な答えを与えてくれま

す。

第３土曜日は 
家族一緒に読書の日
←新着図書はコチラ

アンデシュ・ハンセン著、久山葉子［訳］
新潮社

お探し物は図書室まで

スマホ脳

青山美智子著、ポプラ社

BookBook
図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

鮫川たんぽぽの家
施設長・江尻勝巳／住所・大字赤坂西野字岡田５９-１／☎０２４７－４９－２０２２

人気商品「半生うどん」のシールを丁
寧に貼る様子。

通所者が苗ポット一つ一つに土を
入れている姿。

湯坐　達雄さん

274

口口職員が作業をサポートします。

社会福祉法人鮫川福祉会
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nformationi情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

　福島県では、山菜１６品目の放射性物質の
モニタリング検査を行っています。食品中の
基準値を超える放射性セシウムが確認された
山菜（野生きのこ、たらのめ、もみじがさ、
わらび、こしあぶら）は、食品衛生法に基づ
き出荷が制限されています。これまで出荷が
制限されている品目については、出荷制限が
継続していますので、出荷しないでください。

問県南農林事務所森林林業部林業課
　☎０２４７- ３３- ２１２１
　村農林商工課農政係☎４９- ３１１３

山菜等の出荷制限を継続

　年金事務所の窓口では、待ち時間なくご相
談手続きいただけるようご予約をお願いして

います。ご自身の年金請求手続きや年金額に

関しての相談、ご家族が亡くなられた際の手
続き等、年金事務所に行く際は、窓口が大変
混雑しておりますので、ご相談を希望される３
日前までにお早めに必ずご予約ください。ご連
絡の際は「基礎年金番号」の分かる年金手帳
等をご準備ください。

問日本年金機構☎０５７０-０５-４８９０
　受付時間（月～金　８：３０～１７：１５）

年金相談を待ち時間ゼロへ

・ふるさと納税 … ３０件

鮫川村役場
（代表・総務課）　☎ 0247―49―3111

FAX 0247―49―2651

■鮫川村公式ホームページ

　https://www.vill.samegawa.fukushima.jp/

■開庁時間　平日 ８時３０分～１７時１５分

住民票や所得証明書などをお求めで、業務時間内の来庁が難し
い人は、事前に電話をいただければ時間外でも対応が可能です。
土日祝日の交付はできませんのでご了承願います。

災害時対応電話 ( 停電・災害時 )
☎ 49-3302・☎ 49-3303

■ふるさと納税・寄付［３月受理分］
※村社会福祉協議会への寄付は除く

■その他のお知らせ

令和３年４月より近隣町村の実情に合わせて村長交際費を
見直し、弔慰（香典）の支出を控えさせていただきます。
ご理解の程よろしくお願いします。

ふるさと納税サイトはこちらのＱＲコードからご確認ください↑

■今月の納税　納期限：5月３1日（月）

・固定資産税（第１期）

　村では、個人の飲料水確保に必要な給水設備
の設置・改修工事の経費を一部補助します。
補助対象費　▶工事費用１０万円以上の工事　
▶井戸・ボーリング工事　▶取水菅工事　▶ポ
ンプ設置費　▶給水管工事　▶浄水装置設置費
補助率　補助対象工事費の１/２（一戸当たり

限度額５０万円）
その他　詳細は村地域整備課へお問合せくださ

い。

問村地域整備課環境係☎４９-３１１４

飲料水確保の整備・改修に補助
金がでます。

　未登録の銃砲刀剣類を発見した場合は登録が

必要です。所有者が変わった場合や登録証を紛
失した場合なども手続きが必要となりますので、
速やかに手続きを行ってください。
開催日程　下表のとおり

開催時間　１０時～１５時
その他　登録に必要となる収入証紙は、県庁お

よび県の合同庁舎で販売しています。
問県教育委員会文化財課
　☎０２４-５２１-７７８７

審査日 対象 会場

５月２0日 (木 ) 刀 いわき

合同庁舎

７月１６日 (金 ) 銃／刀 郡山市
労働福祉会館

９月１０日 (金 ) 刀 会津若松
合同庁舎

１２月１日 (水 ) 刀 福島市
あづま荘

４年２月１５日 (火 ) 銃／刀 郡山市
労働福祉会館

　銃砲刀剣類の登録審
　査会のお知らせ

　村は、全国大会以上の体育大会や文化等の大
会に出場する個人および団体に激励金を交付しま

す。
対象となる大会　全国大会以上の体育大会または

文化等の大会　※ただし、フリーエントリーの

大会、予選のない大会は対象外です。
対象者　▶村内の小中学生および村内に住所があ

る高校生 ▶村内に住所がある人で構成する団
体 ▶村内に所在がある団体 ▶保護者の生計
の本拠が村内にある村内出身の小中学生および

高校生
申請方法　次の提出物を村教育委員会教育課に

持参してください。①出場する大会の要項②県
大会または東北大会の結果

その他　激励金の交付は、年度内１人（１団体）
当たり１回となります。
問村教育委員会教育課生涯学習係☎４９-３１５１

全国大会出場者に激励金をi■就学援助制度・奨学基金制度 /ひだまり荘 /

　さめがわスポーツクラブ /こどもセンターへ

　［金員］…藤田圭希 (棚倉町 )

■図書館/鮫川小学校/鮫川中学校へ[図書カード]

　…藤田圭希 (棚倉町 )

4 月 12 日に藤田圭希さんが来

庁され、「【小さくても豊かな

村に】に感銘し、子どもたち

が健康で明るく成長出来ます

よう微力ながら応援していき

たいと思います。高齢者の皆

さんも元気で長生きされるよ

うお祈りしています。」と話し、

関根村長に寄附を渡しました。
寄附者の藤田圭希さん（写真：左）
寄附を受け取る関根村長（写真：右）

　福島県は県内への移住者受入れや定着を支援す

る団体を支援しています。詳細は県地域振興課ホー

ムページをご覧ください。
対象団体 ▶任意団体　▶法人　▶市町村等で構
成する協議会
補助内容　▶移住者受入れ・定着スタートアップ支
援事業　最大５０万円（補助率４/５以内）①受
入れ・定着のための仕事づくり事業　②受入れ・
定着のための住居確保事業　③受入れ・定着の

促進事業④移住者と地域住民との交流事業　
▶移住者等受入れ・定着パッケージ事業　最大
１５０万円（補助率３/４以内）①～④を 2つ以
上組み合わせた事業
募集期間　令和３年４月１２日（月）～令和３年５
月２４日（月）必着
補助対象期間　令和３年６月１４日(月 )～令和４
年２月２８日（月）予定　
問福島県企画調整部地域振興課　
　☎０２４-５２１-８０２３

移住者支援の団体へ補助金i

　４月１０日に西山字馬場の鈴木リキヰさん宅敷
地内で「もっちょりばーばのパラダイス＆マル

シェ」が開催され、地域農家の方たちが持ち寄っ

た野菜等を販売しました。来場者には持ち寄った

新鮮な食材で調理された食事も振る舞われました。
主催者の鈴木リキヰさんは「今回で 5回目。やっ

ている私たちも楽しく、来ていただいたお客さま

にも楽しんでもらえたらと思い実施しています。」
と話します。この日は冷たい風の中でも来場者の

温かい笑顔が溢れていました。
次回開催予定　▶ 5月 8日（土）10時～ 14時
開催場所　▶鈴木リキヰさん宅敷地内
※コロナ感染状況より開催の判断をします。　

「もっちょりばーばのパラダイス

　＆マルシェ」が開催i

野菜を買い求
める来場者は
「屋外なので
今のご時世で
も安心」と話し
ていました。

i

i
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５/１土

２ 日

３ 月

４ 火

５ 水

６ 木 国保診療所（午後の診療あり）

７ 金

８ 土

９ 日

10 月 ３か月児健診／お母さんの口腔相談

11 火 筋力づくり教室Ａコース［保］

12 水 筋力づくり教室Ｂコース［保］

13 木 国保診療所（午後の診療あり）

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火 筋力づくり教室Ｃコース［保］

19 水 やまゆり乳児室・保育［こ］

20 木

心配ごと相談［公］
１歳６か月火児健康診査
国保診療所（午後の診療あり）

21 金 筋力づくり教室Ｄコース［保］

22 土

23 日

24 月

25 火 筋力づくり教室Ｅコース［保］

26 水 やまぶきの会［保］

27 木 保育参観デー［こ］

28 金 保育参観デー［こ］

29 土 保育参観デー［こ］

30 日

31 月

６/１火

２ 水

第１日曜日は環境美化の日

５
May i 暮らしのカレンダー

診療所送迎車運行日 ※予約は前日まで

曜日 月 火 水 木 金

地区 運行なし
赤坂西野

西山

赤坂中野

東石
青生野

富田

渡瀬

問村国保診療所 ☎４９-２０２８

A

乳 保 やまゆり乳児室・保育室［こ］

筋力づくり教室［保］

あおぞら号昼バス運行日昼

ＮＯＴＥ◀

毎月８日は歯の日です
防災無線で虫歯予防を呼びかけます

５月の担当は―
鮫川小学校６年生
保健委員会です。

（写真手前から）

芳賀七
な な み

海さん

木之内日
ひ な

南さん

関根心
み お

桜さん

関根はなさん

東舘診療所 ☎46-2312医

和田医院 ☎33-2012医

大木医院 ☎33-2424医

大木医院 ☎33-2424医

おおひら整形外科
 ☎33-9468

医

塙厚生病院 ☎43-１１４５医

お誕生 お誕生はありませんでした

人の
動き

４/１現在

（　）は前月比

人口 3,151 人 （－26）
（－8）
（－18）
（－0）

　女
1,603 人　男
1,548 人

世帯 1,072 戸

おく
やみ

住 所 氏 名 月　日 年 齢

遠ヶ竜 矢吹美智枝  3.19 80歳
茅 奥村　朝子  3.23 73歳

戸籍の窓 ※３月届け出分・敬称略

　新緑が眩しく心地よい季節となりまし
た。村内には「こいのぼり」が元気に泳ぎ、
田畑には作付けする農家の皆様が、青空
に映し出されて里山にも活気がみなぎり
ます。
　村政も新体制の中で、各事業がスター
トしました。職員一体となり、「夢と希望」
を忘れずに「村民主体の村づくり」を目
指します。
　引き続き、村民の皆様からのご協力と
支援をお願いいたします。

※　村民のみなさまからのご意見ご要望は今後の村づくりに反映できるように、今後も協議と検討を重ねてまいります。

■ いただいたご意見とご要望（令和３年３月２５日分）

種　　別 ご意見とご要望・ご提言 対　　応

環境整備

・村道鮫川中学校線の法面崩落の修繕を願いたい。
・高齢者の多い地区の支障木伐採等の支援を願いたい。
・中学校、手まめ館周辺の環境整備ボランティア団体へ

の支援を願いたい。

▶現地を確認する。

▶担当者と協議する。

防災無線広報 ・防災無線の定時放送の内容を、季節の話題等を盛り込むな
ど、工夫してはどうか。

▶担当者と協議し改善する。

職員教育 ・職員の意識改革と士気を高めていただきたい。 ▶研修、セミナーにて職員教育を推進した
　い。

手まめ館運営 ・手まめカフェを再開していただきたい。 ▶関係者と再開にむけて協議中。

※村民のみなさまからのご意見ご要望は今後の村づくりに反映できるように、今後も協議と検討を重ねてまいります。

次回（第１９回）対話の日
日時　５月２７日（木）
　　　13 時 30 分～ 18 時 30 分
場所　「村民ホール」（正面玄関を入って右側）

み な さ ん 対話の日村民との
村づくりや地域づくりは、まずは対話と懇談から…。

村民の皆さまのご意見、ご要望を村長がお聞きいたします。

文・写真／修明高校鮫川校
TEL 49-2029  FAX 49-3109
E-mail shumei-h-samegawa@fcs.ed.jp

　昭和 44年４月1日、これまで定時制課

程であった鮫川校は、全日制課程の農業科

に移行しました。昭和 36年の募集停止とい

う閉校の危機を乗り越え、村民の皆様に愛

された鮫川校にとって大きな変革の年とな

りました。
【昭和４４年頃の校舎】

ここ鮫川の山峡に

修明高校鮫川校だより第４１回

―創立73年の歴史

■ 現在、鮫川校では「記念誌」の作成準備を進めています。思い出の写真をお持ち

でしたら、記念誌に掲載させていただきたいと思いますので、拝借できれば幸いです。

（修明高等学校鮫川校分校長・佐藤）

あらまちクリニック
 ☎33-8018

医

つちやクリニック
 ☎43-2250

医

A

B

C

乳 保

D

E

昼

昼

昼

昼


